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受付印

この欄に収入印紙をはる。
１件について甲類審判　８００円分
　　　　　　乙類審判１，２００円分
　　　　　　調　　停１，２００円分

（はった印紙に押印しないでください。）
収　入　印　紙
予納郵便切手
予納登記印紙

準口頭

添 付 書 類

都　道
府　県

関連事件番号 平成 年（家　　）第 号

円
円
円

印

申  　
　
　

立  　
　
　

人

本　　籍

住　　所

連 絡 先

職　　業

フリガナ

氏　　名

〒 － 電 話  （  ）

 （  方）

（戸籍の添付が必要とされていない申立ての場合は，記入する必要はありません。）

（戸籍の添付が必要とされていない申立ての場合は，記入する必要はありません。）

〒 － 電 話  （  ）

 （  方）

※

大正
昭和　　　年　　　月　　　日生
平成

都　道
府　県

本　　籍

住　　所

連 絡 先

職　　業

フリガナ

氏　　名

〒 － 電 話  （  ）

 （  方）

〒 － 電 話  （  ）

 （  方）
大正
昭和　　　年　　　月　　　日生
平成

一般（1/  ）

（942150）

（注）　太枠の中だけ記入してください。 ※の部分は，申立人，相手方，法定代理人，事件本人又は利害関係人
　　の区別を記入してください。

家　事 申 立 書　事件名（　　　　　　　　  ）
審　判

調　停

家 庭 裁 判 所
御 中

平成　　　年　　　月　　　日

申　 立 　人

の 署 名 押 印
又は記名押印

又は法定代
理人など　

治
タイプライタ
協議離縁の取消

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
斉藤　太郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通離縁届書の記載事項証明書　１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
斉藤　太郎

治
タイプライタ
サイトウ　タロウ

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　一郎

治
タイプライタ
ヤマダ　イチロウ

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ

治
タイプライタ
相手方

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
０３　２２２２　２２２２

治
タイプライタ
会社員



179-2

申　　　立　　　て　　　の　　　趣　　　旨

申　　　立　　　て　　　の　　　実　　　情

（注）　太枠の中だけ記入してください。

一般（　/　）

治
タイプライタ
申立人と相手方らの協議離縁を取消すとの調停・審判を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人は、申立人の父方の親族の紹介で相手方夫婦と知り合い、平成＊＊年＊＊月＊＊日養子縁組の届出をし、親子として同居生活をしていました。２　申立人は結婚し、相手方らと同居していましたが、申立人の妻と相手方らの折り合いが悪くなり不和の状態となったことから別居するようになりました。３　別居後に、相手方らは養子離縁を求めたが、申立人がこれを拒むと、嫌がらせや精神的な虐待を繰り返すようになり、暴言も激しくなりました。これらの強迫により、やむなく離縁に同意し、平成＊＊年＊＊月＊＊日協議離縁の届出をしました。４　その後申立人夫婦は協議離婚をしたこともあり、先にした協議離縁は強迫によってなされたものであることから、協議離縁の取消を求めます。




